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Ⅵ  援護
40  戦傷病者・戦・慰職没者遺族等の援護
[戦傷病者戦没者遺族等援護法による援護]

軍人遺族等の公務上の負傷若しくは疾病又は死亡に関し,国家補償の精神に基づき,恩給法による給付を受
けている者を除く軍人軍属等であった者又はこれらの遺族を援護する目的で年金等の給付を行う。

戦傷病者戦没者遺族等援護法による援護
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40  戦傷病者・戦・慰職没者遺族等の援護
[戦傷病者特別援護法による援護]

軍人軍属等であった者の公務上の傷病に関し,国家補償の精神に基づき,特に療養の給付等の援護を行う。

戦傷病者特別援護法による援護

特別給付金等
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41  海外戦没者遺骨収集等
[戦没者遺骨収集]

昭和28年から旧主要戦域に遺骨収集団を派遣し,海外戦没者240万人(硫黄島,沖縄を含む)のうち平成4年12
月1日現在約122万柱の遺骨を送還している。今後,残る118万柱の遺骨について,収集可能な地域において
遺骨収集を継続していく方針である。
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41  海外戦没者遺骨収集等
[慰霊巡拝・墓参]

昭和51年度から,旧主要戦跡及び遺骨収集の望めない地域及び海上における戦没者の慰霊のため,計画的に
遺族を主体とした慰霊巡拝を行っている。

また,旧ソ連地域の墓参についても日ソ間の協定に基づき,計画的に実施していく方針である。
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41  海外戦没者遺骨収集等
[慰霊友好親善事業]

平成3年度より,従来実施してきた戦没者遺児を中心とした慰霊巡拝に替え,戦没者遺児が戦争犠牲者とい
う共通の立場から旧主要戦域の関係者と友好親善事業を実施し,その事業を通じて戦争犠牲者の慰霊追悼
を行い,恒久平和を願うことを目的とする「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」を実施している。
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41  海外戦没者遺骨収集等
[職没者懸霊碑の建立]

旧主要戦域ごとに,逐次戦没者慰霊碑を建立しており,これまでに硫黄島,フィリピン(ルソン島),サイパン
島,ラバウル,ミャンマー(ヤンゴン),ニューギニア(ウエワク),ボルネオ(ラブアン),マジュロ島,ペリリュー
島,アッツ島の10か所に建立し,沖縄に戦没者墓苑を建立した。

また,平成4年度においてインドネシア共和国ビアク島に慰霊碑を建立する予定である。

平成3年度遺骨収集,慰霊巡拝(墓参)及び慰霊碑建設概見図
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42  中国残留孤児
[中国残留孤児対策]

中国残留孤児対策については,肉親捜しのための訪日調査が量的には峠を越え,帰国者の受入れもやや減少
傾向にあるが,今なお多くの孤児世帯が帰国していることから,帰国孤児世帯の日本社会への定着自立の促
進に重点をおき取り組んでいる。

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（平成４年版）



  

第2編
第1部  制度の概要及び基礎統計
Ⅵ  援護
42  中国残留孤児
[中国帰国孤児に対する援護施策の概要]

訪日調査等の実施状況及び判明率の推移
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